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ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
の
ご
案
内

　

皆
さ
ん
の
日
頃
の
ご
支
援
ご
協
力
に
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
み
な
れ
た
街
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ふ
れ
あ
い
と
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
お
互
い
様
と
思
う
助
け
合
い
の

心
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
地
区
社
協
は
ふ
れ
あ
い
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
・

1
0
0
円
喫
茶
・
歌
声
喫
茶
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
・

日
常
生
活
支
援
の
ス
マ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
他
に
も
様
々
な
活
動
を
行
って
い
る

事
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
は
志
津
地
区
社
協
と
の
共
催
事
業
で
、
当
地
区
社
協

が
志
津
支
会
の
時
代
か
ら
数
え
今
年
20
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
日
用
雑
貨
・
農
産
物
の
バ
ザ
ー
と
模
擬
店

な
ど
で
貴
重
な
活
動
資
金
を
得
る
こ
と
と
、
様
々
な
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
両
地
区
社
協
あ
げ
て
の
事
業
活

動
で
あ
り
ま
す
の
で
福
祉
委
員
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョン
の
場
に
も
な
って
い
ま
す
。

　

私
た
ち
地
区
社
協
の
福
祉
活
動
は
皆
さ
ん
会
員

か
ら
の
会
費
で
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
活
動
を

維
持
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
会
員
の
加
入
促
進

と
、
自
助
努
力
に
よ
り
活
動
資
金
を
得
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
福
祉
向
上
の

た
め
に
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
ご

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2 面：「認知症」をテーマに福祉委員研修を
／救命講習会を開催／ボランティア事
業部の活動／先駆的事業部の活動

3面：住民福祉懇談会で様 な々意見がでまし
た

4・5面：敬老の集いのご報告
6面：第 3ブロックふれあい昼食会「銚子の

海と昼食会」／第 1ブロックふれあい
給食会「美味しかった・楽しかった・
若返った！」／第 17回志津 4地区社
協杯争奪サッカー大会／千手会の利
用者さんと共に夏祭り／今年も友愛訪
問をしました

7面：まちの話題（ユーカリが丘地域まちづく
り協議会の災害対策指針策定の取り
組み／本格的な防災訓練／アクション
クルー宮ノ台の活動紹介）

11
月
23
日（
金
・
祝
） 

10
時
30
分
～
13
時
30
分

会
場

:

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
―

バ
ザ
ー
終
了
後 

20
回
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
紅
白
餅
ま
き
を
行
い
ま
す前回の餅まきの様子

ユーカリが丘地区社協だより( 1 )  第 5 3 号 2012年11月10日



ユーカリが丘地区社協だより( 2 )  第 5 3号 2012年11月10日

9
月
1
日
（
土
）　

志
津
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
―

＊
栞
作
り
に
（
主
催
：
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
）　

　

赤
い
羽
根
を
使
っ
て
の
栞
作
り
に
参
加
。

こ
の
栞
は
、
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
の
時
に
配

る
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
健
康
や
幸
せ
を
祈
り

な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
書
き
ま
し
た
。

＊
千
手
会
フ
ェ
ス
タ
に

　
　
　
　

 　
（
主
催
：
社
会
福
祉
法
人
千
手
会
）

　

9
月
15
日
、
駐
車
場
係
と
し
て
5
名
参
加
。

　

暑
さ
と
蚊
の
攻
撃
で
大
変
で
し
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
等
も
観
ら
れ
て
楽
し
く
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

先
駆
的
事
業
で
は
、28
の
自
治
会
・
町
会
（
以
下
「
自
治
会
」）
へ
「
災

害
時
見
守
り
制
度
導
入
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
25
の
自
治
会
か

ら
回
答
が
有
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
災
害
時
見
守
り
制
度
の
導
入
済

み
は
5
自
治
会
で
し
た
。
平
成
22
年
度
調
査
か
ら
新
た
に
導
入
さ
れ
た

の
は
1
自
治
会
の
み
で
す
が
、
多
く
の
自
治
会
で
災
害
時
見
守
り
制
度
の

導
入
を
検
討
し
た
い
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
災
害
時
の
支
援
体
制
が
必
要

だ
と
の
回
答
で
し
た
。
一
方
、
既
に
17
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
が
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
自
治
会
で
自
主
防
災
組
織
の
責
任
者
が
自

治
会
長
等
と
の
兼
任
や
任
期
が
単
年
度
と
の
結
果
で
し
た
。

　

先
駆
的
事
業
部
で
は
、
既
に
災
害
時
見
守
り
制
度
を
導
入
・
整
備
さ

れ
て
い
る
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
等
と
連
携
を
図
り
、
希
望
す
る
自

治
会
に
対
し
、
災
害
時
見
守
り
制
度
等
の
説
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
早
期
に
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
区
全
域
に
お
い
て

災
害
時
の
支
援
体
制
が
構
築
で
き
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
子
育
て
世
代
の
支
援
に
取
組
み
始
め
ま
し
た
。

ま
だ
進
め
方
を
模
索
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
地
域
の
新
た
な
福
祉
課
題

に
つい
て
今
後
と
も
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

 

先
駆
的
事
業
部
の
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
部
の
活
動

「
認
知
症
」を
テ
ー
マ
に
福
祉
委
員
研
修
を

　

こ
の
10
年
間
で
認
知
症
の
方
が
倍
増
し
て
お
り
、

65
歳
以
上
の
10
人
に一
人
に
当
た
る
急
増
ぶ
り
と
の

こ
と
。
偏
見
な
ど
に
よ
り
本
人
や
家
族
が
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
方
家
族
を
見

守
る
応
援
に
な
っ
て
い
た
だ
く
為
に
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、「
認
知
症
が
あ
っ
て
も
こ
の
町
で
〜
地

域
で
支
え
合
お
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
志
津
南
地
区

社
協
の
劇
団
「
南
座
」
に
よ
る
寸
劇
で
、
内
容
は
、

環
境
変
化
の
中
、
万
引
き
す
る
祖
母
の
様
子
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
家
族
で
認
知
症
に
つい
て
認
識
し
合
っ

て
い
き
、
絆
を
深
め
て
い
く
お
話
し
。
志
津
南
地
区

社
協
の
方
々
の
舞
台
演
技
に
感
服
し
ま
し
た
。
今
日

騒
が
れ
て
い
る
認
知
症
に
対
す
る
認
識
を
高
め
る
一

助
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

後
半
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
町
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
角
川
典
子
氏
（
佐
倉
市
志
津
南
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
社
会
福
祉
士
）
か
ら
話
を

聞
き
ま
し
た
。
認
知
症
に
つ
い
て
も
人
間
の
権
限
の

問
題
、「
命
」
に
関
わ

る
倫
理
的
問
題
等
、

人
格
の
尊
重
を
認
識
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、認
知
症
の
人
は「
愛

さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
な
ど
印
象
深
い
講
演

で
し
た
。

救
命
講
習
会
を
開
催

　

9
月
9
日
（
日
）
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
―
に

て
救
命
講
習
を
志
津
消
防
署
志
津
南
出
張
所
の
5

名
の
署
員
の
ご
指
導
の
も
と
に
実
施
し
ま
し
た
。
当

日
は
35
名
が
最
後
ま
で
熱
心
に
受
講
さ
れ
全
員
の

方
が
修
了
証
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
内
容
と
し
て
は 

普
通
救
命
講
習
1
（
心
肺

蘇
生
法
・
A
E
D
・
救
急
処
置
）
で
す
が
、
最
初

に
ビ
デ
オ
に
よ
る
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
受
講

者
を
5
班
に
分
か
れ
一
人
づ
つ
模
擬
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
模
擬
訓
練
終
了
後
、一同
に
集
ま
り
「
気

道
異
物
の
除
去
」
に
つ
い
て
消
防
職
員
に
よ
る
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
と
こ
ろ
救
命
処

置
か
ら
救
急
体
制
に
わ
た
る
多
岐
に
わ
た
り
熱
心

且
つ
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
普
段
疑
問
に
思
う
こ

と
が
充
分
に
聞
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

救
命
講
習
は
何
度

も
繰
り
返
し
訓
練
す

る
こ
と
に
よ
り
、
事

に
当
た
る
際
、
恐
れ

ず
に
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
機
会
を
見
て
実

施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

研修事業部の活動



ユーカリが丘地区社協だより( 3 )  第 5 3号 2012年11月10日

住民福祉懇談会で様々な意見がでました
各ブロックの開催した日とテーマ　住民福祉懇談会は、学校関係者や企業・団体等の代表者

及び住民の方々に出席いただき、地域の福祉課題について話し
合ってもらう場で、ユーカリが丘地区社協では各ブロックごとに毎
年１～２回ほど開催しています。
　住民福祉懇談会で提起された様 な々意見は、項目別に集約し
て佐倉市社会福祉協議会に報告。ユーカリが丘地区社協で取り
組む課題は理事会で協議し、福祉委員会で報告しています。
　また、自治会・町会その他の団体等に要請するものについては、
別途文書をもってお願いをしていきます。

◆第１ブロック（８月５日)
　　私達にできる子育て支援

◆第２ブロック（７月１日)
　　大地震に対する防災及び支え合う地域活動

◆第３ブロック（７月８日）
　　想定された巨大地震でこの地区は

◆第４ブロック（７月８日）
　　志津小児童の安全な登下校､地域の情報交換

（各ブロックで話し合われた内容をまとめました。紙面に掲載出来ないほど多くの意見が出ていました）

住民福祉懇談会で出た意見(抜粋) ユーカリが丘地区社協として取り組む課題や方策

◆子ども達を見守る場所があれば良い。
◆数時間単位で子どもを預かってくれる場や、病
児保育をしてくれる場が必要。

◆地域の歴史や文化を知ってもらう機会や、世代
を超えて交流出来る場を作ってあげたい。
◆育児中の親の相談を受ける場や支援組織を作
ったらどうか？子育て世代が希望していることを
調べる必要がある。

◆大地震体験から防災意識が強まった。
◆小学生の登下校の対応についてガードボランテ
ィアの方 と々話し合う場をもちたい。
◆自治会や町会で災害時対策を考えて欲しい
◆災害時見守りの延長線上に子育て支援の必要
性に気づいた。

◆災害対策は情報を共有しながら地域全体で行
ったほうが良い。

◆通学路で抜け道になっている箇所は速度を落と
さない車が多い。以前から危険視されているが
有効な改善がされていない

◆行政に、１度、通学路をみてもらい、路面の字が
薄い箇所等を改善してもらいたい

◆防犯団体からの報告として、①依頼のあった家
や気がついた方の見守り訪問をしている。②下
校時は児童の気も緩む。声かけをし危険な行為
をしたらその場で厳しく注意している。

◆１００円喫茶等で子育て世代の居場所作り活動や、
先駆的事業部では子育て支援体制の検討を進め
ている。
◆三世代交流会・お話フェステバル・クリーン作戦、米
作りやさつま芋作り体験等、今後も地域内の学校や
関係機関・団体と協働し発展を図る。

◆子育て世代支援への様 な々実態把握に努め検討
を進める。

◆地区社協として災害時見守り制度の推進を支援。
◆まちづくり協議会では災害対策指針策定委員会を
設置し不慮の事態に備える活動を推進し、地区社
協は策定に向けて協働している。
◆地域の中で支援が必要な人の存在に気づき学び、
住民が互いに顔がわかり、必要な配慮ができる地域
の福祉力を高める。

◆地域の防犯や安全活動は各防犯団体が積極的に
推進している。地区社協としても安全・安心な街づく
りに連携を密にしていく。
◆地域の安全確保のため、自治会・町会長から行政に
要望書を提出している。自治会協議会では毎年行
政に対し、各自治会・町会からの要望をまとめて提出
し市長懇談会にて今後も継続していく旨の回答を
得ている。

子
育
て
支
援
関
係

大
地
震
や
防
災
関
係

防
犯
や
安
全
関
係



ユーカリが丘地区社協だより( 4 )  第 5 3号 2012年11月10日

第１ブロック

10月14日(日)

志津コミュニティセンター

出席者数138名
　

大
勢
の
方
の
協
力
で
、
多
数
の
招
待
者
を
お
迎
え
し
て
、
前

半
の
式
典
と
後
半
の
余
興
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

前
半
の
式
典
の
部
は
、
国
歌
斉
唱
に
続
き
蕨
市
長
・
平
野
地

区
社
協
会
長
の
挨
拶
、
特
別
招
待
者
紹
介
と
例
年
の
と
お
り
進

行
し
ま
し
た
。

　

後
半
の
余
興
の
部
で
は
、
勇
壮
な
佐
倉
勇
翔
太
鼓
の
演
技
で

幕
を
開
け
、
小
竹
小
学
校
音
楽
部
の
皆
さ
ん
の
し
っ
ぱ
な
演
奏

を
聴
き
、
そ
し
て
女
性
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
〝
ア
ン
シ
ャ
ン
テ

〟
有
志
の
方
達
と
一
緒
に
懐
か
し
い
歌
の
数
々
を
、
会
場
の
み

ん
な
で
歌
い
ま
し
た
。
招
待
者
の
皆
さ
ん
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声
に
、
元
気
を

沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

締
め
に
演
歌
歌
手
の
大
木
綾
子
さ
ん
に
彼
女
の
持
ち
歌
や
皆
知
っ
て
る
演
歌
の

数
々
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

招
待
者
の
皆
さ
ん
は
紅
い
バ
ラ
を
手
に
、
降
り
始
め
た
雨
の
中
を
お
帰
り
に
な

り
ま
し
た
。
手
作
り
の
〝
集
い
〟
で
し
た
が
、ご
満
足
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
…
。

第2ブロック

10月13日(土)

志津コミュニティセンター

出席者数98名
　

今
年
の
敬
老
の
集
い
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
ご
多
忙
の
蕨
市
長

の
ご
出
席
を
戴
き
式
典
の
部
も
滞
り
な
く
終
了
。
余
興
の
部
で

は
休
憩
の
後
に
志
津
北
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
原
田
所
長
に

よ
る
大
変
分
か
り
易
い
お
話
が
あ
り
、
招
待
者
の
皆
様
も
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
倉
ふ
る
さ
と
体
操
の
実
演
で
は
畠
山
さ
ん
の
実
演
に
合
せ

て
、
殆
ど
の
方
が
席
を
立
っ
て
積
極
的
に
元
気
一
杯
に
一
緒
に

体
操
さ
れ
る
お
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

楽
し
い
食
事
の
後
は
、
歌
手
の
高
木
ち
え
美
さ
ん
に
よ
る
「
歌

謡
シ
ョ
ー
」
で
す
。
ご
自
身
の
曲
「
黒
い
カ
ナ
リ
ヤ
」
の
他
に
ご
招
待
者
の
時
に

あ
っ
た
「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」
等
を
会
場
を
巡
っ
て
一
人
一
人
と
握
手
を
交
わ
し

な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
て
戴
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

招
待
者
の
皆
様
も
懐
か
し
く
も
楽
し
い
一
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
　

お
別
れ
は
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
の
愛
唱
歌
「
青
い
山
脈
」
を
メ
ン
バ
ー
の
鳥
井
氏
の
熱

唱
に
合
わ
せ
て
全
員
が
合
唱
し
な
が
ら
見
送
り
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
招
待
者
の

皆
様
方
に
と
っ
て
の
、
明
日
に
向
け
て
の
楽
し
い
一
時
で
合
っ
て
戴
け
た
ら
と
心

よ
り
願
う
所
存
で
あ
り
ま
す
。

『
敬
老
の
集
い
』
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
や
御
家
族
・
町
会
・
自
治
会
・
ク
ラ
イ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
・
上
座
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
消
防
団
・
各
小
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
、
多
く
の
方
々
の
暖
か
い
ご
協
力
の
も
と
敬
老
の
集
い
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



ユーカリが丘地区社協だより( 5 )  第 5 3号 2012年11月10日

第3ブロック

9月29日(土)

青菅小学校体育館

出席者数150名
　
　

第
1
部
の
式
典
は
、
国
歌
斉
唱
の
後
、
主
催
者
の
佐
倉
市

長
、
地
区
社
協
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
、
米
寿
・
卒

寿
の
方
の
お
名
前
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
米
寿
9
名
、

卒
寿
13
名
で
し
た
。
次
に
、
来
賓
紹
介
・
祝
電
披
露
と
続
き
、

最
後
に
、
先
崎
区
長
出
山
照
夫
さ
ん
の
音
頭
で
賑
や
か
に
三
本

締
め
を
行
い
、
第
1
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
、
青
菅
小
の
児
童
に
よ
る
お
祝
い
と
題
し
て
、
児

童
の
作
文
の
披
露
が
あ
り
、
な
か
な
か
感
動
さ
せ
ら
れ
る
内
容

で
し
た
。
そ
の
あ
と
、
合
唱
部
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
3
・
4
・

5
年
生
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
と
コ
ー
ラ
ス
、
1
・
2
・
3
年
生
に
よ
る
、

高
知
県
民
謡
の
「
や
っ
ち
ょ
れ
」
の
元
気
な
踊
り
が
招
待
者
席
の
間
で
床
を
震
わ

せ
る
ほ
ど
の
迫
力
で
、
招
待
者
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
3
部
は
、
三
浦
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
独
奏
で
始
ま
り
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
伴
奏
で
「
リ
ン
ゴ
の
唄
」「
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」
等
を
合
唱
し
、
最
後
は
ア
ン

コ
ー
ル
で
終
わ
り
ま
し
た
。
恒
例
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
は
、
協
力
ス
タ
ッ
フ

を
各
テ
ー
ブ
ル
に
配
置
し
抽
選
結
果
が
す
ぐ
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

大
変
ス
ム
ー
ズ
に
無
事
終
了
で
き
ま
し
た
。

　

以
上
で
「
敬
老
の
集
い
」
は
終
了
し
、
招
待
者
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

第4ブロック

10月20日(土)

志津小学校体育館

出席者数192名
　

秋
晴
れ
の
中
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
の
敬
老
の
集
い
が
、
志
津
小

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
対
象
者
が
8
3
9
名
と
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
区
社

協
全
体
の
対
象
者
2
，
0
8
0
名
の
中
で
も
か
な
り
の
割
合
で
、

ご
長
寿
の
方
が
多
い
地
域
と
思
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
と
、
志
津
北
部
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
や
、
志
津
小
学
校
児
童
の
皆
さ
ん

が
会
場
に
入
場
し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
や
踊
り
、

茶
摘
み
の
手
合
わ
せ
？
を
一
緒
に
や
っ
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。
今
回
、
特
に
志
津
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
元
気
な
こ

と
と
言
っ
た
ら
、
驚
き
と
歓
声
で
会
場
が
和
み
ま
し
た
。

　

余
興
の
部
恒
例
の
「
上
座
旅
一
座
」
の
舞
踊
や
、今
回
初
め
て
の
出
場
と
な
る
「
友

舞
」
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
大
変
好
評
で
、
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
合
わ
せ
て
踊
る
フ

ラ
ダ
ン
ス
で
は
、
高
齢
者
の
方
も
一
緒
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
し
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

お
食
事
タ
イ
ム
で
は
、
志
津
小
学
校
1
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん
と
高
齢
者
の
皆

さ
ん
が
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
で
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、
ま
る
で
お
孫
さ
ん
と
食
事
を

し
て
い
る
よ
う
な
楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
握
手
を
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
も
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

多
く
の
方
々
の
暖
か
い
ご
協
力
の
も
と
敬
老
の
集
い
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

今
回
も
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
の
一
助
に
な
れ
ば
と
記
念
菓
子
を
岩
手
県
南
三
陸
を
代
表
す
る
銘
菓『
か
も
め
の
玉
子
』に
し
ま
し
た
。



美
味
し
か
っ
た
・
楽
し
か
っ
た      

若
返
っ
た
！

第
17
回
志
津
4
地
区
社
協
杯　
　
　
　

争
奪
サ
ッ
カ
ー
大
会

千
手
会
の
利
用
者
さ
ん
と
共
に
夏
祭
り

　

支
援
事
業
部
は
毎
年
、
千
手
会
（
障
が
い
者
施
設
）
の
利
用
者
さ
ん

と
共
に
ユ
ー
カ
リ
祭
り
を
過
ご
す
時
間
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
さ
く
ら
千
手
園
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
山
桜
の
方
々
8
名
。
祭
り
会

場
に
到
着
後
、
本
部
で
お
買
い
物
券
を
い
た
だ
き
、
お
や
じ
の
食
事
学

の
方
々
の
手
打
ち
冷
や
し
う
ど
ん
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
、
買
い
物
に
出
発
。
利
用
者
さ
ん
達

も
買
い
物
が
大
好
き
で
、
全
部
の
出
店
を
丹
念
に
周
り
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
が
あ
っ
た
時

は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

支
援
事
業
部
に
は
、
こ
の
祭
り
に
長
年
携
わ
っ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
支
援
隊
が
い
ま
す
。
さ
り

げ
な
く
利
用
者
さ
ん
と
腕
を
組
み
、
手
を
つ
な
い
で
楽
し
く
お
祭
り
を
周
って
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
滞
在
時
間
が
30
分
延
長
に
な
り
、
1
時
間
30
分
、
利
用
者
さ
ん
と
共
に
楽
し
く

お
祭
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。
来
年
も
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
ネ
！　
　
　

支
援
隊
よ
り

今
年
も
友
愛
訪
問
を
し
ま
し
た

　

地
域
社
会
で
の
孤
立
や
孤
独
を
無
く
し
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
出
来
る
街
づ
く
り
を
願
っ
て
、
民
生
・
児
童
委
員
を
中
心
に
自

治
会
・
町
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
毎
年
友
愛
訪
問
を
行
って
い
ま
す
。

　

今
年
も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
持
参
し
て
、
日
常
の
見
守
り
が
必

要
な
方
や
災
害
時
要
支
援
を
希
望
し
て
い
る
方
等
の
お
宅
を
訪
問
し
、

福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
ス
マ
イ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
等
を
し
な
が
ら
安
否

確
認
を
し
ま
し
た
。（
今
年
は
1
1
4
世
帯
を
訪
問
）

　
一
人
暮
ら
し
で
話
す
相
手
も
い
な
い
。
地
域
の
人
と
も
と
け
込
め
な
い
。
品
物
も
有
り
難
い
が
話

し
相
手
に
な
って
も
ら
い
嬉
し
か
っ
た
等
、
喜
ん
で
く
れ
た
笑
顔
が
美
し
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
、
安

全
を
見
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

午
前
中
の
雨
も
あ
が
り
、
無
事
に
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
子
ど
も
達
の
元
気
な
声
や
保
護
者
の
熱

い
声
援
が
自
由
広
場
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。
大
会

の
結
果
は
左
記
の
通
り
で
す
。

1
年
生
の
部　

優　

勝　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
S
C　

A

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

中
志
津
S
C

　
　
　
　
　
　

3　

位　

志
津
F
C

2
年
生
の
部　

優　

勝　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
S
C　

A

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

志
津
F
C　

A

　
　
　
　
　
　

3　

位　

志
津
F
C　

C

　
　
　
　
　
　

敢
闘
賞　

中
志
津
S
C

3
年
生
の
部　

優　

勝　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
S
C　

A

　
　
　
　
　
　

準
優
勝　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
S
C　

B

　
　
　
　
　
　

3　

位　

中
志
津
S
C　

B

　
　
　
　
　
　

敢
闘
賞　

志
津
F
C　

B

4
年
生
の
部　

優　

勝　

志
津
F
C　

B

　
　
　
　
　
　

優　

勝　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
S
C　

B

　
　
　
　
　
　

3　

位　

志
津
F
C　

A

　
　
　
　
　
　

敢
闘
賞　

中
志
津
S
C　

A

　

　

小
竹
小
学
校
1
．
2
年
生
児
童
と
36
名
の
地
域
の
方
た
ち
と
の

「
ふ
れ
あ
い
給
食
会
」
が
10
月
18
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
の
小
さ
い
暖
か
い
手
に
引
か
れ
て
教
室
に
入
る
と
、
大
歓
声

で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
名
前
入
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
ラ
ン
チ
ョン
マッ
ト
が

用
意
さ
れ
た
席
に
着
き
、「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
ご
挨
拶
を
し
て
、
お
食
事
タ
イ
ム
の
始
ま

り
。
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
と
美
味
し
い
給
食

に
大
満
足
。

　

最
後
に
児
童
全
員
の
大
合
唱
で
終
わ
り

ま
し
た
。
何
十
年
振
り
か
の
教
室
の
雰
囲

気
に
懐
か
し
さ
を
感
じ
、
児
童
か
ら
元
気

の
パ
ワ
ー
を
充
電
し
て
も
ら
い
、
楽
し
い
午

後
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

10
月
2
日
（
木
）　

参
加
者
33
名

　

今
回
の
参
加
者
33
名
で
市
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
車
窓
か
ら
の

風
景
や
お
喋
り
を
楽
し
み
な
が
ら
目
的
地
の
銚
子
に
向
か
い
ま
し

た
。
到
着
後
、
全
員
で
記
念
写
真

を
撮
り
、
シ
ー
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン

「
う
お
っ
せ
」
で
「
お
刺
身
定
食
」

を
堪
能
し
ま
し
た
。
高
齢
者
向
き

に
比
較
的
あ
っ
さ
り
と
し
た
食
事

で
参
加
者
に
は
と
て
も
好
評
で
し

た
。
食
後
は
水
産
卸
売
り
セ
ン
タ

ー
で
お
土
産
を
買
っ
た
り
、
名
物
の

「
醤
油
ア
イ
ス
」
を
食
べ
た
り
と
、

ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
昼
食
会

        

9
月
2
日
（
日
）
南
公
園
自
由
広
場

銚
子
の
海
と
昼
食
会

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
給
食
会
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まちの話題
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

災
害
対
策
指
針
策
定
の
取
り
組
み

　

昨
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
に
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
東
京
湾
北
部
地
震
や
千
葉
県

東
方
沖
地
震
な
ど
が
、
従
来
想
定
を
大
き
く
上
回
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
行
政
や
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
は
も
と
よ

り
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
活
動
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
さ
ら
に
ユ
ー
カ

リ
が
丘
地
域
内
各
団
体
の
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
化
、
避
難
場
所
の
確
保
、
情
報
の
収
集

伝
達
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
混
乱
す
る
こ
と
な
く
、
街
ぐ
る
み
の
諸
対
策
が
円

滑
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
災
害
対
策
指
針
の
策
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
災
害
対
策
指
針
策
定
委
員
会
を

設
置
し
て
不
慮
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
中
の
策
定
を
目

標
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
防
災
訓
練　
（
主
催
：
佐
倉
市
）

　

佐
倉
市
内
の
学
校
等
を
使
用
し
て
、
年
1
回
開
催
さ

れ
る
防
災
訓
練
で
、
今
年
は
井
野
中
学
校
で
行
わ
れ
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
や
消
防
署
も
協
力

し
て
、
消
化
訓
練
や
水
害
時
の
救

助
体
験
（
プ
ー
ル
で
ゴ
ム
ボ
ー
ト
に

乗
り
）、
着
て
い
る
T
シ
ャ
ツ
を
簡
易

担
架
に
し
た
り
、
本
格
的
な
防
災

訓
練
だ
っ
た
。

地
域
で
頑
張
っ
て
い
る

　
　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
紹
介
し
ま
す

　
ユ
ー
カ
リ
が
丘
地
区
社
協
の
エ
リ
ア
に
は
、
28

の
自
治
会
・
町
会
が
あ
り
、
地
域
の
防
犯
や
登

下
校
の
見
守
り
等
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
方
が

大
勢
い
ま
す
。
活
動
の
様
子
を
少
し
で
す
が
紹

介
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

第
4
弾
と
し
て
ア
ク
シ
ョン
ク
ル
ー
宮
ノ
台
（
通

称
A
C
M
）
取
材
し
ま
し
た
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ル
ー
宮
ノ
台
（
通
称
A
C
M
）

が
平
成
15
年
12
月
に
創
設
さ
れ
た
時
か
ら
の
会

員
、
末
光
啓
吾
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

そ
の
当
時
、
宮
ノ
台
で
は
空
き
巣
な
ど
の
犯
罪

が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
て
、
ゴ
ル
フ
仲
間
と
ゴ
ル
フ

に
行
く
道
す
が
ら
そ
の
話
題
に
な
り
、「
自
分
た

ち
で
何
と
か
し
な
く
て
は
」
と
思
い
立
っ
た
の
が
こ

の
A
C
M
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
自
治
会
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
宮
ノ

台
全
域
（
1
〜
5
丁
目
）
を
、
自
分
た
ち
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
散
歩
を
兼
ね
、
日
中
パ
ト
ロ

ー
ル
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、

青
菅
や
先
崎
、

最
近
新
町
名

と
し
て
設
定

さ
れ
た
宮
ノ
台

6
丁
目
も
パ

ト
ロ
ー
ル
の
エ

リ
ア
に
加
え

活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

A
C
M
の
特
徴
は
、
会
則
な
ど
も
な
く
、
会

員
個
人
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
そ
の
時
の
体
調
な
ど
に

よ
り
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
参
加
が
自
由
に
で
き
る
事

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
ゴ
ル
フ

会
や
飲
み
会
等
を
開
催
し
て
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
絆
を
強
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

が
A
C
M
の
活
動
が
長
続
き
し
て
い
る
原
因
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

更
に
パ
ト
ロ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
青
菅
小
学

校
の
垣
根
の
剪
定
作
業
・
清
掃
作
業
・
餅
つ
き

大
会
の
支
援
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
24
名
で
す
が
、
現
役
を
リ
タ
イ

ア
さ
れ
た
方
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
最
高

年
齢
の
会
員
は
な
ん
と
80
歳
に
な
り
ま
す
。

A
C
M
入
会
の
条
件
は
「
宮
ノ
台
に
住
み
、
会

の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
」
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
取
材
し
た
私
も
リ
タ
イ
ア
し
た
ら
参
加
し

て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
末
光
啓
吾
さ
ん
：

０
４
３
（
４
６
２
）
５
６
６
８
ま
で

＊佐倉西高等学校
『ひらかれた学校づくりミニ集会』
＊日　時　11月30日（金）15時40分～16時40分
＊会　場　佐倉西高会議室（管理棟1階）
＊講　師　武田康男氏（第50次南極越冬隊員）

＊成木餅づくり
（北志津児童センター主催）
＊日　時　平成25年1月5日（土）10時～11時30分
＊会　場　志津コミュニティセンター

～まちの見にミニ情報～

10
月
21
日
（
日
）
9
時
〜
12
時
30
分

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

　

地
域
で
活
動
す
る
自
治
会
、地
区
社
協
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、商
店
、企
業
な
ど
各
種
団
体
・

組
織
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
活
動
を
尊
重
し
合
い
、
緩
や
か
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、

街
の
活
性
化
や
地
域
が
対
応
で
き
る
課
題
な
ど
に
、
協
働
し
て
そ
の
解
決
を
図
っ
て
い
こ
う
と

す
る
組
織
で
あ
る
。
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志津コミュニティセンター

開催日時

第3土 
14:00～16:00

開 催 場 所

15 19 16

12月 1月

16

3月2月

《歌声喫茶「カフェ・ユーカリ」の開催予定》

問い合わせ先　 事務局043-460-1781

宮 ノ 台 自 治 会 館

開催日時

第3金 
10:00～15:00

開 催 場 所

15

志津コミュニティセンター
第１金 
10:00～15:00 1 1

15

3月2月

21

7 お休み

18

1月12月

編
集
後
記

ユーカリが丘第１集会所

開催日時

問い合わせ先　 事務局043-460-1781

第4火 13:30～15:30

第4火 13:30～15:30

第4土 13:30～15:30

開 催場所 2月 3月

お休み
22

26

18

11

9

16

27

26

26

23

15

8

13

20

17
（第3日）

18
（第3火）

18
（第3火）

8
（第2土）

21

14

12

19

16
（第3日）

26

26

23

15

8

13

27
（第4水）

17
（第3日）

1月12月
かがやき喫茶

ほほえみ喫茶

宮 ノ 台 自 治 会 館

わいわい喫茶

南ユーカリが丘自治会館

第2金 13:30～15:30

第3金 10:00～12:00

さわやかプラザ

ユーカリが丘第２集会所

第2水 10:00～15:00
憩いの場ふれあい喫茶

上  座  集  会  所

第3水 13:30～15:30
みんなの広場

ふれあいサロン

ユーカリが丘五番町ハイツ集会所

《100円喫茶 12月からの開催予定》

志津コミュニティセンター

第4日 13:30～15:30
先崎ふれあいサロン

先 崎 自 治 会 館

●対象者：概ね75歳以上で自分で身の回りの事ができる方はどなたで
も参加できますのでいらしてください
●開催時間：午前10時から午後3時まで開催
　　　　　　（午前の部だけ、午後の部だけの参加も可）
●参加費：100円…お茶・お茶菓子代
　　（ただし、お昼のお弁当は別途600円：注文は10時に取ります）
●問い合わせ：ユーカリが丘地区社会福祉協議会 事務局 460-1781

《いきいきサロン活動予定》

　

先
日
、
第
4
ブ
ロッ
ク
の
敬
老
の
集
い
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
発
表
が
用
意
さ
れ
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
が
、
中
で
も
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
各

学
年
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
お
祝
い
の
出
し
物
は
、
完

成
度
も
素
晴
ら
し
く
、
某
有
名
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
凌
ぐ

も
の
で
、
参
加
者
の
方
々
も
皆
様
感
激
さ
れ
、
楽
し
ん

で
お
ら
れ
た
様
子
で
し
た
。

　

会
場
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
爽
や
か
な
秋
の
風
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。

（
Ｋ
）　

街
頭
募
金
に
協
力

10
月
1
日
（
月
）

　
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
改
札
口
付
近
と
イ
オ
ン
北
口
2
階
の
入
口
に
て
、
児

童
2
名
を
含
む
22
名
で
、
赤
い
羽
根
の
街
頭
募
金
を
し
ま
し
た
。
赤
い

羽
根
は
遠
慮
さ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
栞
は
喜
ん
で
受
け
取
っ
て

も
ら
え
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
も
1
時
間
と
短
時
間
で

し
た
が
、
明
る
い
笑
顔
で
募
金
を
呼
び

か
け
、
1
8
，8
8
8
円
も
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
に
は
歳
末
た
す
け
あ
い

街
頭
募
金
も
実
施
い
た
し
ま
す
。
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　 ＊＊今後のご案内＊＊
＊講習会（研修事業部）
　　日時：2013年1月19日（土）10時～12時
　　会場：志津コミュニティセンター大会議室
　　内容：介護保険について入門偏（予定）

＊第32回ボランティアのつどい
　　（主催：佐倉市ボランティア連絡協議会）
　　日時：2013年2月9日　　10時～15時
　　会場：志津コミュニティセンター
　　内容：活動発表・模擬店・栞作りなど
　　※ 今年も視覚障がいの疑似体験コーナーを
 担当します

イオンの【幸せの黄色いレシートキャンペーン】
　このキャンペーンは、イオンが地域団体の支援として
行っているもので、毎月 11 日、黄色いレシートを各団
体名が書かれたボックスに入れてもらい、入ったレシー
トの合計金額 1％を各団体が希望する品物（イオンが
扱っている品物）と交換しているキャンペーンです。
ユーカリが丘地区社協の
ボックスが、イオンユーカ
リが丘店とマックスバリュ
宮ノ台店の 2カ所に設置
されています。ご協力を
お願いいたします。
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